


　『リンクノート』は，「第111回看護師国家試験」の各問題と，『系統看護学講座』お
よび『2023年版 医学書院 看護師国家試験問題集』に収載の「国試でるでたBOOK」
とのリンクを一覧にしたものです。
　「第111回看護師国家試験」の出題内容は，『系統看護学講座』によって網羅されて
います。また，「国試でるでたBOOK」は第106回から第110回までの「看護師国家試
験」に出題された内容をまとめたもので，日常の授業や看護師国家試験の対策にご
活用いただけます。

『リンクノート』とは

『リンクノート』の使い方

2022年4月
『系統看護学講座』編集室

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM001 成人看護
学総論 労働力人口

成人看護学［1］（成人看護学総論）第
16版：第2章A-1-1「◆人口」（p.44～
45）

成人看護学［1］（成人看護学総論）第
15版：第2章A-1-1「●人口」（p.42～
43）

成総p.2

AM002 公衆衛生 死亡数 公衆衛生第14版：第4章B-2-2「死亡
率」（p.101～103） ─

公衆衛生第14版：第5章C-1-1「シッ
期の変化」（p.112～113） 期の変化」（p.109～110）

AM010 公衆衛生 世帯構造
公衆衛生第14版：第8章D-5-1「小家
族化・孤立化対策─単独世帯や夫婦
のみの世帯の増加」（p.258～260）

─

過去問巻頭
110）

AM035 在宅看護
論

地域連携クリニカルパ
ス

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看護
の実践）第6版：第6章B-1-1「◆地域
連携クリニカルパス」（p.361～363）

在宅看護論第5版：第1章B-2「対象者
のケアニーズに応じた在宅看護の提
供」（p.20～23）

関連 技術p.1

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第 基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第

A ：第111回看護師国家試験の問題番号です。
B ：問題の「分類」および「キーワード」です。編集部が独自に設定したものです。
C ：『系統看護学講座』最新版の該当箇所です。
D ：『系統看護学講座』で過去4年以内に改訂を行ったタイトルについて，旧版の該当箇所を示します。
E ：『2023年版 医学書院 看護師国家試験問題集』収載の「国試でるでたBOOK」での関連箇所です。
F ：「◆」「●」はより詳細な見出し項目名を示します。
G ：改訂が行われていないタイトルについては「－」を挿入しています。
H ：　　は関連箇所を示します。
I ：空白は該当・関連する記述がないことを示します。
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AM001～AM016　1

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM001 成人看護
学総論 労働力人口

成人看護学［1］（成人看護学総論）第
16版：第2章A-1-1「◆人口」（p.44～
45）

成人看護学［1］（成人看護学総論）第
15版：第2章A-1-1「●人口」（p.42～
43）

成総p.2

AM002 公衆衛生 死亡数 公衆衛生第14版：第4章B-2-2「死亡
率」（p.101～103） ─

AM003 公衆衛生 シックハウス症候群 公衆衛生第14版：第5章C-1-1「シッ
クハウス症候群」（p.139） ─

AM004 社会福祉 後期高齢者医療制度 社会保障・社会福祉第23版：第3章
D-4-1「◆被保険者」（p.73）

社会保障・社会福祉第22版：第3章
D-4-1「●被保険者」（p.77）
社会保障・社会福祉第21版：第3章
D-4-1「●被保険者」（p.77）
社会保障・社会福祉第20版：第3章
D-4-1「●被保険者」（p.77）

社福p.2

AM005 看護学概
論 選択権の行使の促進

基礎看護学［1］（看護学概論）第17版：
第5章B-1「患者の権利とインフォー
ムドコンセント」（p.190～191）

基礎看護学［1］（看護学概論）第16版：
第5章B-1「患者の権利とインフォー
ムドコンセント」（p.172～173）

概論p.1

AM006 看護学概
論 マズローの欲求段階説

基礎看護学［1］（看護学概論）第17版：
第2章A-5-1「人間のニード（欲求）に
関する理論─マズローの欲求段階
説」（p.91～92）

基礎看護学［1］（看護学概論）第16版：
第2章A-5-1「人間のニード（欲求）に
関する理論─マズローの欲求段階
説」（p.67）

概論p.3

AM007 生理学 胎児循環 解剖生理学第11版： 第10章C-3-5
「胎児の血液循環」（p.488～489）

解剖生理学第10版： 第10章C-3-5
「胎児の血液循環」（p.524～526） 解生p.7

AM008 小児 学童期の脈拍数
小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
14版： 第4章A-2-2「 脈 拍・ 心 拍 」

（p.289～290）

小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
13版： 第4章A-2-2「 脈 拍・ 心 拍 」

（p.286～287）
小児p.3

AM009 母性 平均閉経年齢
母性看護学［1］（母性看護学概論）第
14版：第3章A-1-4「●更年期・老年
期の変化」（p.112～113）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第
13版：第3章A-1-4「●更年期・老年
期の変化」（p.109～110）

母性p.3

AM010 公衆衛生 世帯構造
公衆衛生第14版：第8章D-5-1「小家
族化・孤立化対策─単独世帯や夫婦
のみの世帯の増加」（p.258～260）

─

AM011 解剖学 大腿骨頸部 解剖生理学第11版：第7章F-2-1「大
腿骨」（p.322～323）

解剖生理学第10版：第7章F-2-1「大
腿骨」（p.352～353）

過 去 問 巻 頭
（図で覚える
解剖学）p.27

AM012 生理学 解毒機能をもつ臓器 解剖生理学第11版：第2章C-3-2「解
毒・排泄機能」（p.89）

解剖生理学第10版：第2章C-3-2「解
毒・排泄機能」（p.101） 解生p.2

AM013 病理学 黄疸の症状 病 理 学 第6版： 第6章D-3「 黄 疸 」
（p.100～102）

病 理 学 第5版： 第6章D-4「 黄 疸 」
（p.102～104） 病理p.2

AM014 病理学 放散痛

病態生理学第2版：第6章A「NOTE胸
痛」（p.94）
成人看護学［3］（循環器）第15版：第5
章A-1-a「労作性狭心症」（p.125）

─ 循環p.3

AM015 生理学 赤血球数
解剖生理学第11版：第3章C-2-1「赤
血球数の数・ヘモグロビン濃度・ヘマ
トクリット」（p.127～129）

解剖生理学第10版：第3章C-2-1「赤
血球数の数・ヘモグロビン濃度・ヘマ
トクリット」（p.143～145）

過 去 問 巻 頭
（表で覚える
検査値）p.37

AM016 基礎看護
技術

オープンエンドクエス
チョン

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：第1章D-2-2「オープンエンド
クエスチョンとクローズドクエスチョ
ン」（p.51～52）

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
17版：第1章D-2-2「オープンエンド
クエスチョンとクローズドクエスチョ
ン」（p.50～51）

技術p.1

◆第111回午前



2　AM017～AM030

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM017 基礎看護
技術 深部体温

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：第4章C-3-1「体温」（p.155～
160）

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
17版： 第4章C-3-1「 体 温 」（p.92～
97）

技術p.4

AM018 呼吸器 呼吸パターン

成人看護学［2］（呼吸器）第15版：第3
章B-4-3「呼吸のリズムの異常」（p.61～
62）
解剖生理学第11版：第3章B-6-5「呼
吸運動の異常と病的呼吸」（p.122～
124）

解剖生理学第10版：第3章B-6-5「呼
吸運動の異常と病的呼吸」（p.137～
138）

呼吸p.1

AM019 老年看護
学 義歯の取り扱い 老年看護学第9版：第5章B-4-3「食事

後のケア」（p.159～160） ─ 老年p.4

AM020 基礎看護
技術 バイオハザードマーク

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：F-2-2「感染性廃棄物の分別・
表示」（p.95）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：F-2-2「感染性廃棄物の分別・
表示」（p.453）

技術p.2

AM021 基礎看護
技術 静脈血採血

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版：第11章B-1-2「●ホルダー採
血（真空採血）法による静脈血採血」

（p.408～413）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第11章B-1-2「●真空採血管
を 用 い た 静 脈 血 の 採 血 」（p.376～
379）

技術p.12

AM022 基礎看護
技術 気管内吸引

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版：第7章B-2-3「●気管内吸引（開
放式」（p.252～254）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第7章B-2-3「●気管内吸引（開
放式」（p.230～232）

技術p.9

AM023 基礎看護
技術 間接圧迫止血の部位

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版： 第10章C「 止 血 法 」（p.396～
399）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版： 第10章C「 止 血 法 」（p.363～
366）

技術p.12

AM024 基礎看護
技術 一次救命処置

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版： 第10章B-2「 ● 胸 骨 圧 迫 」

（p.389～391）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版： 第10章B-2「 ● 胸 骨 圧 迫 」

（p.356～357）
技術p.12

AM025 微生物学 感染症法 微生物学第14版：第10章C-1「感染
症法および関連する法律」（p.181）

微生物学第13版：第12章C-1「感染
症法および関連する法律」（p.205） 微生p.4

AM026 生理学 心拍出量の減少 解剖生理学第11版：第4章C-3-3「心
室の圧-容積関係」（p.171～175）

解剖生理学第10版：第4章C-3-3「心
室の圧-容積関係」（p.188～193）

AM027 微生物学 ワクチン 微生物学第14版：第6章C-1-5「■抗
体の産生」（p.112）

微生物学第13版：第7章B-3-5「◉抗
体の産生」（p.118） 微生p.2

AM028 微生物学 抗体産生細胞

解剖生理学第11版：第9章B-2-1「◆
B細胞」（p.443）
微生物学第14版：第6章A「免疫にか
かわる細胞，組織および臓器」（p.92）

解剖生理学第10版：第9章B-2-1「●
B細胞」（p.471）
微生物学第14版：第7章B-1「免疫に
か か わ る 組 織・ 臓 器 お よ び 細 胞 」

（p.107）

微生p.2

AM029 皮膚 皮膚筋炎 成人看護学［12］（皮膚）第15版：第5
章G-1-3「皮膚筋炎」（p.157）

成人看護学［12］（皮膚）第14版：第5
章G-1-3「皮膚筋炎」（p.154～155）

AM030 関係法規 育児・介護休業法

看護関係法令第54版：第8章A-5「育
児休業，介護休業等育児又は家族介護
を行う労働者の福祉に関する法律」

（p.241～243）

看護関係法令第53版：第8章A-5「育
児休業，介護休業等育児又は家族介護
を行う労働者の福祉に関する法律」

（p.241～242）
看護関係法令第52版：第9章A-5「育
児休業，介護休業等育児又は家族介護
を行う労働者の福祉に関する法律」

（p.241～242）
看護関係法令第51版：第9章A-5「育
児休業，介護休業等育児又は家族介護
を行う労働者の福祉に関する法律」

（p.241～243），

法規p.4



AM031～AM046　3

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM031 社会福祉 社会福祉協議会 社会保障・社会福祉第23版：第1章
B-5-2「社会福祉協議会」（p.23～24）

社会保障・社会福祉第22版：第1章
B-5-2「社会福祉協議会」（p.26）
社会保障・社会福祉第21版：第1章
B-5-2「社会福祉協議会」（p.24～26）
社会保障・社会福祉第20版：第1章
B-5-2「社会福祉協議会」（p.24～26）

社福p.1

AM032 公衆衛生 健康に関する指標
公衆衛生第14版：第4章D-2-1「平均
余命，平均寿命，健康寿命」（p.101），
2-3「死因」（p.103～104）

─

AM033 公衆衛生 労働衛生の「3管理」
公衆衛生第14版：第10章B-10-2「労
働衛生管理の3管理と5領域」（p.352～
353）

─

AM034 看護学概
論 健康

基礎看護学［1］（看護学概論）第17版：
第3章A-1-1「健康の定義」（p.108～
110）

基礎看護学［1］（看護学概論）第16版：
第3章B「健康とはなにか」（p.83～85） 概論p.1

AM035 在宅看護
論

地域連携クリニカルパ
ス

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看護
の実践）第6版：第6章B-1-1「◆地域
連携クリニカルパス」（p.361～363）

在宅看護論第5版：第1章B-2「対象者
のケアニーズに応じた在宅看護の提
供」（p.20～23）

関連 技術p.1

AM036 基礎看護
技術 集団指導

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：第6章D-3「集団を対象とした
学習支援」（p.396～402）

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：第6章D-3「集団を対象とした
学習支援」（p.331～338）

AM037 基礎看護
技術

上肢のフィジカルアセ
スメント

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：第4章D-7-3「●運動機能の評
価」（p.240～242）

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
17版：第2章D-7-3「●運動機能の評
価」（p.177）

AM038 基礎看護
技術

体位変換とボディメカ
ニクス

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版：第4章A-1-2「ボディメカニク
ス」（p.107～110）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第4章A-1-2「ボディメカニク
ス」（p.97～99）

AM039 基礎看護
技術

点滴静脈内注射をして
いる患者の適切な療養
環境

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版：第1章B-1「ベッド周囲の環境
整備」（p.19～21）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第1章B-1「ベッド周囲の環境
整備」（p.17～19）

技術p.7

AM040 基礎看護
技術 口腔ケア

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第18
版：第6章A-2-8「口腔ケア」（p.215～
223）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第18
版：第6章A-2-8「口腔ケア」（p.195～
202）

眼耳歯p.9

AM041 臨床看護
総論 手術創の治癒過程 臨床外科看護総論第11版：第1章E-1

「創傷治癒過程」（p.34～36） ─

AM042 公衆衛生 総患者数
公衆衛生第14版：第4章B-4「集団の
健 康 を と ら え る た め の 統 計 資 料 」

（p.107）
─

AM043 循環器 解離性大動脈瘤による
出血性ショック

成人看護学［3］（循環器）第15版：第3
章H「ショック」（p.44～46） ─ 臨総p.2～3

AM044 薬理学 薬物と食品の相互作用 薬理学第15版：第2章C「薬物相互作
用」（p.40）

薬理学第14版：第2章C「薬物相互作
用」（p.40） 薬理p.4

AM045 栄養学 慢性膵炎患者の食事療
法

成人看護学［5］（消化器）第15版：第6章
E-5-2「慢性膵炎患者の看護」（p.426～
428）
栄養学第13版：第9章F-4-b-6「膵炎」

（p.214～215）

成人看護学［5］（消化器）第14版：第6章
E-5-2「慢性膵炎患者の看護」（p.419～
420）

消化p.8

AM046 内分泌・
代謝

食事の影響を考慮すべ
きホルモン

成人看護学［6］（内分泌・代謝）第15
版：第2章B-11「●グルカゴン」（p.42） ─ 解生p.12



4　AM047～AM062

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM047 脳・神経 脳血管造影を行う患者
の看護

成人看護学［7］（脳・神経）第15版：
第4章B-2-4「 脳 血 管 撮 影 」（p.98～
100）

─

AM048 耳鼻咽喉 慢性副鼻腔炎
成人看護学［14］（耳鼻咽喉）第14版：
第6章E-4-4「 看 護 活 動 」（p.213～
214）

成人看護学［14］（耳鼻咽喉）第13版：
第6章E-5-4「 看 護 活 動 」（p.219～
221）

AM049 運動器 幻肢痛 成人看護学［10］（運動器）第15版：第
6章F-6「●看護活動」（p.271～274） ─ 運動p.4

AM050 女性生殖
器 乳がんの検査

臨床放射線医学第10版：第5章C-2
「超音波検査を受ける患者の看護」
（p.113～114）， 第5章D-2-1「 乳 腺
の正常超音波像」（p.117）
成人看護学［9］（女性生殖器）第15
版：第5章B-7-1「● 乳がんの診断」

（p.148～155）

臨床放射線医学第9版：第5章C-2「超
音 波 検 査 を 受 け る 患 者 の 看 護 」

（p.105～106）， 第5章D-2-1「 乳 腺
の正常超音波像」（p.109）

女性p.4

AM051 内分泌・
代謝

放射性ヨウ素内用療法
を受ける患者の看護

成人看護学［6］（内分泌・代謝）第15
版： 第6章B-3-1「 ② 放 射 性 ヨ ウ 素

（131I）内用療法」（p.214～215）
─ 代謝p.1

AM052 老年看護
学 老年期の発達課題 老年看護学第9版：第1章C-2-1「老年

期の発達課題」（p.13～16） ─ 老年p.1

AM053 社会福祉 介護保険制度における
施設サービス

社会保障・社会福祉第23版：第4章
B-5-2「施設サービス」（p.93～94）

社会保障・社会福祉第22版：第4章
B-5-2「施設サービス」（p.99～100）
社会保障・社会福祉第21版：第4章
B-5-2「施設サービス」（p.99～100）
社会保障・社会福祉第20版：第4章
B-5-2「施設サービス」（p.99～100）

社福p.3

AM054 老年看護
学 高齢者の生理機能 老年看護学第9版：第1章B-1-3「生理

的老化と病的老化」（p.6～7） ─ 老年p.1～2

AM055 老年看護
学

高齢者の健康障害の特
徴

老年看護学第9版：第7章B-2「高齢者
に特徴的な薬物有害事象」（p.322～
323）

─ 老年p.7

AM056 老年看護
学

排便に困難のある高齢
者

老年看護学第9版：第5章C-3-2「排便
障害の特徴」（p.169～171） ─ 老年p.7

AM057 小児 BCG接種後の発赤・
腫脹

小児看護学［1］（小児看護学概論）第
14版：第7章D発展学習「コッホ現象」

（p.179）

小児看護学［1］（小児看護学概論）第
13版：第8章D発展学習「コッホ現象」

（p.186）
小児p.6

AM058 母性 新生児の出血性疾患
母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第7章E「新生児・乳児ビタミ
ンK欠乏性出血症」（p.513～514）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第7章E「新生児・乳児ビタミ
ンK欠乏性出血症」（p.482～483）

AM059 小児 入院中のストレス因子
小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
14版：第2章A-2-1「入院中の子ども
の特徴」（p.216～217）

小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
13版：第2章A-2-1「入院する子ども
の特徴」（p.222～223）

小児p.8

AM060 小児 終末期の子どもの看護
小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
14版：第3章D-3-1「終末期にある子
どもの看護」（p.274～277）

小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
13版：第3章D-3-1「終末期にある子
どもの看護」（p.273～276）

小児p.10

AM061 母性 ジェンダーの定義
母性看護学［1］（母性看護学概論）第14
版：第3章C-1-1「ジェンダー」（p.143～
144）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第13
版：第3章C-1-1「ジェンダー」（p.135） 母性p.3

AM062 母性 周産期死亡
母性看護学［1］（母性看護学概論）第
14版：第2章A-2-1「●死亡に関する
統計」（p.68～74）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第
13版：第2章A-2-2「死亡に関する動
向」（p.65～73）

母性p.1



AM063～AM074　5

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM063 母性 避妊法
母性看護学［1］（母性看護学概論）第14
版：第6章A-2「受胎調節法」（p.252～
258）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第13
版：第6章A-2「受胎調節法」（p.250～
256）

母性p.3

AM064 母性 マタニティブルーズ
母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第6章A-2-1「●マタニティブ
ルーズ」（p.327～328）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第6章A-2-1「●マタニティブ
ルーズ」（p.314）

母性p.12

AM065 精神看護
学

精神保健における一次
予防

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第2章D-5「精神保健における3つ
の予防概念」（p.52～53）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版：第2章C-4「精神保健における3つ
の予防概念」（p.41～42）

AM066 精神看護
学 認知行動療法

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第6章B-1-3「認知・行動・身体
に は た ら き か け る 療 法 」（p.246～
250）
精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第9章F-3「認知行動療法（CBT）」

（p.103～105）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版：第6章C-1-3「指導・教化によっ
て自分をふり返り，新たな生き方を見
いだす療法」（p.261～265）
精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版： 第9章A-4-2「 認 知 行 動 療 法

（CBT）」（p.80～82）

AM067 精神看護
学 退院支援

精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第10章B-2-2「障害福祉サービ
ス」（p.134～144）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第13章C-3「生活を支えるサービ
ス」（p.284～288）

AM068 在宅看護
論

訪問看護利用開始時の
相談

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第2章C「地域・在
宅看護における家族を支える看護」

（p.62～67），E-1「療養環境調整に関
す る 地 域・ 在 宅 看 護 技 術 」（p.86～
93）

在宅看護論第5版： 第2章C「 家 族 」
（p.39～50） 在宅p.1

AM069 在宅看護
論 在宅酸素療法時の看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第2章E-7-e-1「在
宅酸素療法（HOT）を受ける患者の看
護」（p.186～190）

在宅看護論第5版：第6章C-7「在宅酸
素療法（HOT）」（p.276～281） 在宅p.8

AM070 在宅看護
論

人工呼吸器装着時の災
害対策

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第2章E-7-e-4-5

「災害への備え」（p.202～204）

在宅看護論第5版： 第6章C-8-3-5
「災害への備え」（p.287） 在宅p.8

AM071 在宅看護
論 胃瘻の管理

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第2章E-3-e-4「胃
瘻からの経管栄養」，5「経鼻経管栄養
法・ 胃 瘻 共 通 の 合 併 症 」（p.124～
130）

在宅看護論第5版：第6章C-4-4「胃瘻
からの経管栄養」，5「経鼻経管栄養
法・ 胃 瘻 共 通 の 合 併 症 」（p.258～
264）

在宅p.7

AM072 看護管理 看護管理のプロセス
看護の統合と実践［1］（看護管理）第
10版：第5章A-1「マネジメントプロ
セス」（p.138～139）

─

AM073 臨床看護
総論 緩和ケア

基礎看護学［4］（臨床看護総論）第7
版： 第2章F-2-1「 身 体 的 ニ ー ズ 」

（p.106～107）

基礎看護学［4］（臨床看護総論）第6
版： 第2章F-2-1「 身 体 的 ニ ー ズ 」

（p.122）
臨総p.1

AM074 関係法規 看護師等の人材確保の
促進に関する法律

看 護 関 係 法 令 第54版： 第2章B-d
「ナースセンターと離職届」（p.48）

看 護 関 係 法 令 第53版： 第2章B-4
「ナースセンターと離職届」（p.49～
50）
看 護 関 係 法 令 第52版： 第2章B-4

「ナースセンターと離職届」（p.49～
50）
看 護 関 係 法 令 第51版： 第2章B-4

「ナースセンターと離職届」（p.49～
50）

法規p.4



6　AM075～AM092

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM075 災害看護
学 START法

看護の統合と実践［3］（災害看護学・
国際看護学）第4版：第2章B-3-3「●
トリアージの方法」（p.41～43）

─

AM076 国際看護
学

政府開発援助の実施機
関

看護の統合と実践［3］（災害看護学・
国際看護学）第4版：第4章C-3「開発
協力」（p.266～269）

─ 統合p.4

AM077 生理学 運動性言語野 解剖生理学第11版：第8章B-2-4「◆
大脳の機能」（p.378～380）

解剖生理学第10版：第8章B-2-4「●
大脳の機能」（p.404～406） 脳神p.2

AM078 解剖学 眼の遠近調節を行う筋 解剖生理学第11版：第8章G-3-3「遠
近調節」（p.404～406）

解剖生理学第10版：第8章G-3-3「遠
近調節」（p.443～445） 解生p.14

AM079 生理学 咀嚼運動にかかわる脳
神経

解剖生理学第11版：第8章C-2-1「脳
神経のおもな支配域」（p.388～390）

解剖生理学第10版：第8章C-2-1「脳
神経のおもな支配域」（p.415～418） 解生p.1

AM080 解剖学 精路 解剖生理学第11版： 第10章A-2-1
「精路」（p.463～464）

解剖生理学第10版： 第10章A-2-1
「精路」（p.497～498）

AM081 生理学 心電図における心拍数
解剖生理学第11版：第4章C-2-2「心
電図で記録される波形とその意味」

（p.163～165）

解剖生理学第10版：第4章C-2-2「心
電図で記録される波形とその意味」

（p.181～183）
解生p.7

AM082 循環器 急性大動脈解離
成人看護学［3］（循環器）第15版：第4
章C-2-4「●急性大動脈解離に対する
再建術」（p.112～114）

─ 循環p.9

AM083 医療安全 タイムアウト
看護の統合と実践［2］（医療安全）第4
版：第5章A-2-12「●タイムアウトで
患者確認」（p.195～196）

─ 統合p.2

AM084 病理学 廃用症候群

病理学第6版：第7章A-2-4「廃用症候
群」（p.105）
基礎看護学［4］（臨床看護総論）第7
版：第3章E-1-a-2「活動・運動障害
に関連する代表的な症状と発症のメカ
ニズム」（p.165～166）

病理学第5版：第7章A-2「老年症候群
と廃用症候群」（p.107）
基礎看護学［4］（臨床看護総論）第6
版：第3章E-1-a-2「活動・運動障害
に関連する代表的な症状と発症のメカ
ニズム」（p.185～186）

老年p.5

AM085 精神看護
学 防衛機制

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第3章B-2-3「自我の防衛機制」

（p.86～90）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版：第3章B-3-2「不安と防衛：自我
の防衛機制」（p.81～85）

AM086 内分泌・
代謝 ヘモグロビンA1c

成人看護学［6］（内分泌・代謝）第15
版：第4章B-2-2「［1］HbA1c」（p.73～
74）

─ 代謝p.3～4

AM087 消化器 急性胆管炎 成人看護学［5］（消化器）第15版：第5
章D-8-2「胆管炎」（p.253） ─ 消化p.9

AM088 老年看護
学 CGA7 老年看護学第9版：第4章A-2「高齢者

総合機能評価」（p.92～94） ─ 老年p.3

AM089 精神看護
学

自閉症スペクトラム障
害

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第5章C-6-3「発達障害」（p.211～
215）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版： 第5章C-10「 神 経 発 達 障 害 群 」

（p.227～232）

AM090 基礎看護
技術 薬液量の計算 関連 物理学第7版：巻末資料「濃度の

計算」（p.148） ─

過 去 問 巻 頭
（計算問題を
完全マスター）
p.13

AM091 消化器 人工肛門を造設した患
者の看護

成人看護学［5］（消化器）第15版：特
論A「ストーマ造設術の概要」（p.462～
463）

─ 消化p.5

AM092 消化器 人工肛門を造設した患
者の看護

成人看護学［5］（消化器）第15版：特
論C「手術後の看護」（p.467～474） ─ 消化p.5



AM093～AM107　7

問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

AM093 消化器 人工肛門を造設した患
者の看護

成人看護学［5］（消化器）第15版：特
論C「手術後の看護」（p.467～474） ─ 消化p.5

AM094 腎・泌尿
器 CAPD

成人看護学［8］（腎・泌尿器）第15
版：第6章Ⅳ-C-3「腹膜透析患者の看
護」（p.259）

─ 腎泌p.1

AM095 腎・泌尿
器 CAPD

成人看護学［8］（腎・泌尿器）第15
版：第6章Ⅳ-C-3「腹膜透析患者の看
護」（p.259）

─ 腎泌p.1

AM096 腎・泌尿
器 CAPD

成人看護学［8］（腎・泌尿器）第15
版：第6章Ⅳ-C-3「腹膜透析患者の看
護」（p.259）

─ 腎泌p.1

AM097 老年看護
学

高血圧症と心不全を診
断された高齢者の看護

老年看護学第9版：第6章B-2「心不
全」（p.257～261） ─

AM098 老年看護
学

高血圧症と心不全を診
断された高齢者の看護

老年看護学第9版：第5章E-4「生活リ
ズムを整える看護」（p.193～198） ─ 老年p.5

AM099 老年看護
学

高血圧症と心不全を診
断された高齢者の看護

老年看護学第9版：第7章B-4-2「服薬
支援」（p.324～326） ─ 老年p.8

AM100 小児 胆道閉鎖症患児の看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版： 第9章B-8-2「 胆 道 閉 鎖 症 」

（p.261～262）， 第9章C-1-5「 胆 道
閉 鎖 症 の 子 ど も の 看 護 」（p.275～
276）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版： 第9章B-8-2「 胆 道 閉 鎖 症 」

（p.258～260）， 第9章C-1-5「 胆 道
閉 鎖 症 の 子 ど も の 看 護 」（p.272～
274）

小児p.15

AM101 小児 胆道閉鎖症患児の看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版： 第9章B-8-2「 胆 道 閉 鎖 症 」

（p.261～262）， 第9章C-1-5「 胆 道
閉 鎖 症 の 子 ど も の 看 護 」（p.275～
276）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版： 第9章B-8-2「 胆 道 閉 鎖 症 」

（p.258～260）， 第9章C-1-5「 胆 道
閉 鎖 症 の 子 ど も の 看 護 」（p.272～
274）

小児p.15

AM102 小児 胆道閉鎖症患児の看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版： 第9章B-8-2「 胆 道 閉 鎖 症 」

（p.261～262）， 第9章C-1-5「 胆 道
閉 鎖 症 の 子 ど も の 看 護 」（p.275～
276）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版： 第9章B-8-2「 胆 道 閉 鎖 症 」

（p.258～260）， 第9章C-1-5「 胆 道
閉 鎖 症 の 子 ど も の 看 護 」（p.272～
274）

小児p.15

AM103 母性 妊婦健康診査
母性看護学［2］（母性看護学各論）第14
版：第3章A-1-1「妊娠とは」（p.62～
63）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第13
版：第3章A-1-1「妊娠とは」（p.58～
59）

AM104 母性 妊婦健康診査
母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第3章C-3-3「胎児の触知，胎
位・胎向の診断」（p.102～105）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第3章C-3-3「胎児の触知，胎
位・胎向の診断」（p.98～100）

母性p.5

AM105 母性 妊婦健康診査
母性看護学［1］（母性看護学概論）第
14版：第1章B-1-2「母親役割獲得と
母親になること」（p.15～16）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第
13版：第1章B-1「愛着・母子相互作
用と母子関係形成」（p.14～17）

母性p.6

AM106 母性 分娩期の産婦の看護

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第4章B-4-2「胎児心拍数への
影 響 」（p.203～204）， 第5章A-1-2

「新生児の分類」（p.262～263），第7
章 Ⅰ-E-3「 過 期 妊 娠・ 過 期 産 」

（p.410～411），第7章Ⅰ-G-1「高年
妊婦の看護」（p.414～415）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第4章B-4-2「胎児心拍数への
影 響 」（p.197～198）， 第5章A-1-2

「出生体重を基準とした新生児のよび
方」（p.254～255），第7章Ⅰ-E-3「過
期 妊 娠・ 過 期 産 」（p.390）， 第7章
Ⅰ-G-1「高年妊婦の看護」（p.393～
394）

母性p.8

AM107 母性 分娩期の産婦の看護
母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第4章D-3-3「産痛緩和のため
の身体的ケア」（p.232～235）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第4章D-3-3「産痛緩和のため
の身体的ケア」（p.225～227）

母性p.9
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AM108 母性 分娩期の産婦の看護
母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第4章E-2-1「産婦の身体的，
心理・社会的特徴」（p.253）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第4章E-2-1「産婦の身体的，
心理・社会的特徴」（p.245～246）

母性p.9

AM109 精神看護
学

レビー小体型認知症の
在宅療養者のケア

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第5章C-6-12「認知症」（p.223～
229）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版： 第5章C-7-1「 認 知 症 」（p.210～
217）

AM110 精神看護
学

レビー小体型認知症の
在宅療養者のケア

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第5章C-6-12「認知症」（p.223～
229）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版： 第5章C-7-1「 認 知 症 」（p.210～
217）

AM111 精神看護
学

レビー小体型認知症の
在宅療養者のケア

精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第10章B-2-2「障害福祉サービ
ス」（p.134～144）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第13章C-3「生活を支えるサービ
ス」（p.284～288）

AM112 精神看護
学

神経性無食欲症の女性
の入院ケア

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第5章C-6-4「摂食障害」（p.215～
216）
精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第9章G「リカバリーのプロセス
─摂食障害に苦しんだ女性の物語」

（p.108～112）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版：第5章C-5-1「摂食障害」（p.203～
204）

AM113 精神看護
学

神経性無食欲症の女性
の入院ケア

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第5章C-6-4「摂食障害」（p.215～
216）
精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第9章G「リカバリーのプロセス
─摂食障害に苦しんだ女性の物語」

（p.108～112）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版：第5章C-5-1「摂食障害」（p.203～
204）

AM114 精神看護
学

神経性無食欲症の女性
の入院ケア

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版： 第4章B「 全 体 と し て の 家 族 」

（p.119～131）， 第6章B-3「 家 族 療
法」（p.256～265）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版： 第4章A「 全 体 と し て の 家 族 」

（p.108～128）， 第6章C-3「 家 族 療
法」（p.272～274）

AM115 在宅看護
論

パーキンソン病患者の
在宅看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第4章F「パーキンソ
ン病の療養者の事例展開─ロング
タームでのケア」（p.296～308）

在宅看護論第5版：第7章C「パーキン
ソン病の療養者に対する在宅看護の事
例展開（p.326～333）

関連 脳神p.5

AM116 在宅看護
論

パーキンソン病患者の
在宅看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第4章F「パーキンソ
ン病の療養者の事例展開─ロング
タームでのケア」（p.296～308）

在宅看護論第5版：第7章C「パーキン
ソン病の療養者に対する在宅看護の事
例展開（p.326～333）

関連 脳神p.5

AM117 在宅看護
論

パーキンソン病患者の
在宅看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第1章B-2-3「◆社
会資源に関するアセスメント」（p.33～
35）

在宅看護論第5版：第5章B-2-3「●社
会資源に関するアセスメント」（p.125～
127）

関連 社福p.3

AM118 精神看護
学

在日外国人の精神科病
院への入院ケア

精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第11章B-1「なんのために入院す
るのか」（p.212～223）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第9章B-3「入院の目的」（p.101～
105），C-4「治療的雰囲気をそこなう
もの」（p.125～127）

AM119 精神看護
学

在日外国人の精神科病
院への入院ケア

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第6章B-3-4「家族心理教育（ファ
ミリーワーク）」（p.260～263）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版： 第4章A-7-2「 家 族 心 理 教 育 」

（p.126～127）

AM120 精神看護
学

在日外国人の精神科病
院への入院ケア

精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第10章B-2-2「障害福祉サービ
ス」（p.134～144）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第13章C-2-3「精神科デイホスピ
タ ル（ 精 神 科 デ イ ケ ア ）」（p.282～
283）
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BOOK」該当頁

PM001 公衆衛生 日本の将来推計人口
公衆衛生第14版：第8章D-1-3「日本
の 高 齢 化 の 現 実 と 対 策 」（p.252～
253）

─

PM002 成人看護
学総論 三次予防

成人看護学［1］（成人看護学総論）第16
版：第4章A-1「ヘルスプロモーショ
ン」（p.164～168）

成人看護学［1］（成人看護学総論）第15
版：第4章A-1「ヘルスプロモーショ
ンとは」（p.152～158）

成総p.2

PM003 公衆衛生 職業性疾病
公衆衛生第14版：第10章B-2-2「労
働 災 害 の 発 生 状 況 と 防 止 対 策 」

（p.343～346）
─

PM004 社会福祉 要支援状態に関する保
険給付

社会保障・社会福祉第23版：第4章
B-5-1「給付の概要」（p.92～93）

社会保障・社会福祉第22版：第4章
B-5-1「給付の概要」（p.98～99）
社会保障・社会福祉第21版：第4章
B-5-1「給付の概要」（p.98～99）
社会保障・社会福祉第20版：第4章
B-5-1「給付の概要」（p.98～99）

社福p.3

PM005 関係法規 看護師免許の付与 看護関係法令第54版：第2章A-4「免
許」（p.24～27）

看護関係法令第53版：第2章A-4「免
許」（p.24～28）
看護関係法令第52版：第2章A-4「免
許」（p.24～27）
看護関係法令第51版：第2章A-4「免
許」（p.24～27）

法規p.2

PM006 成人看護
学総論 危機モデル

成人看護学［1］（成人看護学総論）第
16版：第6章B-1-2「◆フィンクのモ
デルによる危機介入」（p.216～219）

成人看護学［1］（成人看護学総論）第
15版：第6章B-1「●フィンクのモデ
ルによる危機介入」（p.197～199）

成総p.2

PM007 看護学概
論

ハヴィガーストの発達
課題

基礎看護学［1］（看護学概論）第17
版：第2章B-2「心理・社会的側面に
おける発達」（p.96～100）

基礎看護学［1］（看護学概論）第16
版：第2章B-2「心理・社会的側面に
おける発達」（p.71～75）

成総p.1

PM008 栄養学 基礎代謝量 栄養学第13版：第4章D-1「基礎代謝」
（p.82～84）

栄養学第12版：第4章D-1「基礎代謝」
（p.81～82） 栄養p.2

PM009 公衆衛生
健康上の問題で日常生
活が制限されることな
く生活できる期間

公衆衛生第14版：第4章B-2-1「平均
余命，平均寿命，健康寿命」（p.101） ─

PM010 関係法規 指定訪問看護ステー
ションの人員配置

地域・在宅看護論［1］（地域・在宅看護
の基盤）第1版：第6章C-4-1「介護保
険法に基づく訪問看護事業」（p.191）

在宅看護論第5版：第4章D-2-1「介護
保険法に基づく訪問看護事業」（p.94） 在宅p.3

PM011 解剖学 心臓の構造 解剖生理学第11版：第4章D-3「体循
環の動脈」（p.178～183）

解剖生理学第10版：第4章D-3「体循
環の動脈」（p.197～201）

過 去 問 巻 頭
（図で覚える
解剖学）p.30

PM012 解剖学 内分泌器官
解剖生理学第11版：第6章B-1-1「分
泌物の伝わりかたとホルモンの特徴」

（p.249～250）

解剖生理学第10版：第6章B-1-1「分
泌物の伝わりかたとホルモンの特徴」

（p.272～273）
解生p.11

PM013 生理学 呼吸中枢 解剖生理学第11版：第8章B-2-1「◆
脳幹の機能」（p.372～373）

解剖生理学第10版：第8章B-2-1「●
脳幹の機能」（p.399） 解生p.11

PM014 病理学 ショック 病理学第6版：第5章K-1「ショックの
分類」（p.90～91）

病理学第5版：第3章I-1「ショックの
分類」（p.43） 臨総p.2～3

PM015 生理学 低体温への反応 解剖生理学第11版：第9章C-1-1「熱
産生」（p.451）

解剖生理学第10版：第9章D-1-1「熱
産生」（p.484～485） 解生p.14

PM016 血液 貧血

成人看護学［4］（血液・造血器）第15
版：第3章C-1「貧血」（p.42）
臨床検査第8版：第4章B-2「ヘモグロ
ビン（血色素）濃度」（p.108）

─ 血液p.1

◆第111回午後
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PM017 臨床看護
総論 全身性痙攣発作 臨床外科看護総論第11版：第5章A

「救急処置法の実際」（p.184～192） ─ 技術p.12

PM018 循環器 左心不全の症状
成人看護学［3］（循環器）第15版：第5
章B-1-1「心不全と右心不全」（p.152～
153）

─ 循環p.2

PM019 消化器 便秘 成人看護学［5］（消化器）第15版：第3
章G「便秘」（p.52～55） ─

PM020 基礎看護
技術 片麻痺患者の寝衣交換

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版： 第6章B-2「 援 助 の 実 際 」

（p.226～232）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第6章B-2-2「●援助の実際」

（p.204～210）
技術p.8

PM021 薬理学 転倒・転落リスクのあ
る薬

薬理学第15版： 第9章A「 降 圧 薬 」
（p.198）

薬理学第14版： 第9章A「 降 圧 薬 」
（p.190） 薬理p.4

PM022 基礎看護
技術 注射針の刺入角度 基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第

18版：第9章H「注射」（p.326～369）
基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第9章H「注射」（p.301～336） 技術p.11

PM023 基礎看護
技術 輸液ポンプ

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版：第9章H-2-d-2「点滴静脈内注
射」（p.350～363）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第9章H-2-4「●点滴静脈内注
射」（p.323～336）

臨総p.6

PM024 皮膚 褥瘡の深達度分類
成人看護学［12］（皮膚）第15版：特論
B-6「 褥 瘡 の 重 症 度（ 深 さ ）分 類 」

（p.265～268）

成人看護学［12］（皮膚）第14版：特論
B-6「 褥 瘡 の 重 症 度（ 深 さ ）分 類 」

（p.260～262）

PM025 基礎看護
技術 照度

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版：第1章A-2-3「光と音」（p.16～
17）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第1章A-2-3「光と音」（p.15～
16）

技術p.7

PM026 生化学 タンパク質の代謝 生化学第14版：第8章B「アミノ酸の
分解」（p.146～153） ─ 生化p.2

PM027 老年看護
学 高齢者の熱中症 老年看護学第9版：第6章A-1「発熱」

（p.226～229） ─

PM028 臨床看護
総論 ABO式血液型の検査 臨床検査第8版： 第6章H-1「ABO血

液型」（p.205～206） ─

PM029 脳・神経 筋萎縮性側索硬化症
（ALS）

成人看護学［7］（脳・神経）第15版：
第5章E-2-5「筋萎縮性側索硬化症」

（p.202）
─

PM030 社会福祉 診療報酬制度 社会保障・社会福祉第23版：第3章E
「保険診療のしくみ」（p.75～77）

社会保障・社会福祉第22版：第3章E
「保険診療のしくみ」（p.80～82）
社会保障・社会福祉第21版：第3章E

「保険診療のしくみ」（p.80～82）
社会保障・社会福祉第20版：第3章E

「保険診療のしくみ」（p.80～82）

PM031 関係法規 法律の制定年
看護関係法令第54版：第4章B-1-k

「ギャンブル等依存症対策基本法」
（p.127）

看護関係法令第53版： 第4章B-11
「ギャンブル等依存症対策基本法」
（p.131）
看護関係法令第52版： 第4章B-11

「ギャンブル等依存症対策基本法」
（p.131）
看護関係法令第51版： 第4章B-11

「ギャンブル等依存症対策基本法」
（p.131～132）

PM032 公衆衛生 健康日本21（第二次） 公衆衛生第14版：第8章C-2「健康づ
くり対策の変遷」（p.229～232） ─
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問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

PM033 関係法規 医療法 看護関係法令第54版：第3章A「医療
法」（p.50～72）

看護関係法令第53版：第3章A「医療
法」（p.52～73）
看護関係法令第52版：第3章A「医療
法」（p.52～74）
看護関係法令第51版：第3章A「医療
法」（p.52～74）

法規p.1

PM034 看護学概
論

クリティカルシンキン
グ

基礎看護学［1］（看護学概論）第17
版：第1章B-2-2「●看護過程の展開
とクリティカルシンキング」（p.50～
51）

基礎看護学［1］（看護学概論）第16
版：第1章B-2-2「●看護過程の展開
とクリティカルシンキング」（p.32～
33）

概論p.2

PM035 基礎看護
技術 構音障害

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：第1章E-3-2「構音障害のある
人への対応」（p.60～61）

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
17版：第1章E-3-2「構音障害のある
人への対応」（p.60）

PM036 基礎看護
技術 看護過程 基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第

18版：第5章A-1-5「評価」（p.284）
基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
17版：第3章A-1-5「評価」（p.220） 技術p.1

PM037 基礎看護
技術 医療器材の消毒・滅菌

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第18
版：第2章D-3「消毒と滅菌」（p.84～
86）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第17
版：第13章D-3「消毒と滅菌」（p.442～
444）

微生p.3

PM038 基礎看護
技術 点眼薬の投与 基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第

18版：第9章D「点眼」（p.319～321）
基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：第9章D「点眼」（p.295～296） 眼耳歯p.4

PM039 血液 輸血時の対応

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版： 第9章I「 輸 血 管 理 」（p.369～
375）
成人看護学［4］（血液・造血器）第15
版： 第5章D-5「 輸 血 療 法 」（p.199～
202）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版： 第9章I「 輸 血 管 理 」（p.337～
343）

血液p.4

PM040 基礎看護
技術 止血法

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版： 第10章C「 止 血 法 」（p.396～
399）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版： 第10章C「 止 血 法 」（p.363～
366）

技術p.12

PM041 基礎看護
技術 骨髄穿刺

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第18
版：第12章D-9-4「骨髄穿刺」（p.455～
456）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第17
版：第12章D-8-4「骨髄穿刺」（p.419～
420）

技術p.12

PM042 臨床看護
総論 スピリチュアルペイン

基礎看護学［4］（臨床看護総論）第7
版：第2章F-1-2「終末期医療の特徴」

（p.103～106）

基礎看護学［4］（臨床看護総論）第6
版：第2章F-1-2「終末期医療の特徴」

（p.116～121）
臨床p.2

PM043 呼吸器 肺気腫
成人看護学［2］（呼吸器）第15版：第5
章C-3「慢性閉塞性肺疾患」（p.183～
188）

─ 呼吸p.3～4

PM044 基礎看護
技術

中心静脈栄養法を受け
ている患者の看護

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
18版：H-2-d-3「中心静脈カテーテ
ル留置の介助」（p.363～369）

基礎看護学［3］（基礎看護技術Ⅱ）第
17版：H-2-4「●中心静脈カテーテル
留置の介助」（p.334～336）

PM045 内分泌・
代謝 高尿酸血症

成人看護学［6］（内分泌・代謝）第15
版：第5章B-4「尿酸代謝異常」（p.183～
187）

─ 代謝p.5

PM046 微生物学 HIV 微生物学第14版：第12章B-14-2「ヒ
ト免疫不全ウイルス（HIV）」（p.292）

微生物学第13版：第16章B-13-2「ヒ
ト免疫不全ウイルス（HIV）」（p.349） 微生p.6

PM047 耳鼻咽喉 鼓室形成術 成人看護学［14］（耳鼻咽喉）第14版：
第6章E-2-4「看護活動」（p.206～208）

成人看護学［14］（耳鼻咽喉）第13版：
第6章E-2-4「看護活動」（p.208～209） 眼耳歯p.7

PM048 運動器 介達牽引
成人看護学［10］（運動器）第15版：第
6章E-3「牽引療法を受ける患者の看
護」（p.249～254）

─ 運動p.1
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問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

PM049 腎・泌尿
器 前立腺がん 成人看護学［8］（腎・泌尿器）第15

版：第5章M-5「前立腺がん」（p.181） ─ 腎泌p.4

PM050 女性生殖
器 乳がんの治療

成人看護学［9］（女性生殖器）第15版：
第5章B7「● ホルモン療法」（p.159-
161）

─

PM051 老年看護
学 術後の呼吸器合併症 老年看護学第9版：第4章B-4「呼吸器

系」（p.104～107） ─ 老年p.1～2

PM052 老年看護
学

加齢による循環器系の
変化

老年看護学第9版：第4章B-3「循環
系」（p.102～104） ─ 老年p.1～2

PM053 老年看護
学 結晶性知能 老年看護学第9版：第1章B-3-1「知

能」（p.9～10） ─ 老年p.2

PM054 老年看護
学 高齢者虐待 老年看護学第9版：第2章C-2-2「高齢

者虐待の実態と特徴」（p.56～58） ─ 老年p.3

PM055 老年看護
学

高齢者の就労機会の提
供

老年看護学第9版：第5章H-2-1「就
労」（p.221） ─

PM056 老年看護
学 高齢者の薬物動態 老年看護学第9版：第7章B-1「加齢に

伴う薬物動態の変化」（p.321～322） ─

PM057 小児 胎児期に母体から移行
する抗体

小児看護学［1］（小児看護学概論）第
14版：第3章A-2-8「免疫」（p.64）

小児看護学［1］（小児看護学概論）第
13版：第4章A-2-8「免疫」（p.78） 小児p.3

PM058 小児 第二次性徴
小児看護学［1］（小児看護学概論）第
14版： 第5章2「 身 体 生 理 の 特 徴 」

（p.125～126）

小児看護学［1］（小児看護学概論）第
13版： 第6章2「 身 体 生 理 の 特 徴 」

（p.133～135）
小児p.7

PM059 小児 学童期の肥満
小児看護学［1］（小児看護学概論）第
14版：第4章B-8-4「生活習慣病の予
防」（p.119～121）

小児看護学［1］（小児看護学概論）第
13版：第5章B-8-4「生活習慣病の予
防」（p.126～128）

小児p.6

PM060 小児 ボタン型電池の誤飲
小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版：第17章B-6-5「気道・食道異
物」（p.477）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版：第17章B-5-5「気道・食道異
物」（p.472～473）

小児p.10

PM061 小児 情緒の分化
小児看護学［1］（小児看護学概論）第
14版： 第3章B-7-2「 情 緒 の 分 化 」

（p.78）

小児看護学［1］（小児看護学概論）第
13版： 第4章B-7-2「 情 緒 の 分 化 」

（p.92）
小児p.2

PM062 母性 性周期とホルモン
母性看護学［1］（母性看護学概論）第
14版： 第3章A-1-4「 ● 月 経 周 期 」

（p.107～110）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第
13版： 第3章A-1-4「 ● 月 経 周 期 」

（p.103～105）
母性p.3

PM063 母性
配偶者からの暴力の防
止及び被害者の保護等
に関する法律

母性看護学［1］（母性看護学概論）第
14版：第6章F-2-2「ドメスティック
バイオレンス」（p.300～305）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第
13版：第6章F-2-2「ドメスティック
バイオレンス」（p.292～296）

母性p.2

PM064 母性 帝王切開術
母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第7章K-1-1「帝王切開術前の
看護」（p.472～474）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第7章K-1-1「帝王切開術前の
看護」（p.440～441）

母性p.10

PM065 母性 新生児の呼吸の生理的
特徴

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第5章A-2-2「新生児の呼吸」

（p.269～270）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第5章A-2-2「新生児の呼吸」

（p.260～261）
母性p.12

PM066 精神看護
学

長期・大量飲酒後の急
な断酒

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版： 第5章C-5-1「 ア ル コ ー ル 症 」

（p.201～206）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版：第5章C-8「精神作用物質使用に
よる精神および行動の障害」（p.220～
225）

PM067 精神看護
学

統合失調症の患者の親
子関係

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版： 第4章B-2-1「 二 重 拘 束 理 論 」

（p.120～121）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版： 第4章A-3-1「 二 重 拘 束 理 論 」

（p.109～111）
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問題番号 分類 キーワード 『系統看護学講座』（最新版）該当箇所 『系統看護学講座』（旧版）該当箇所 「国試でるでた
BOOK」該当頁

PM068 精神看護
学

隔離中の患者に対する
制限

精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第13章A-2-2「行動制限について
の考え方」（p.316～320）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第10章A-2-3「行動制限の考え方
と手順」（p.149～154）

PM069 在宅看護
論

訪問看護師が行う感染
対策

基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版： 第2章「 感 染 防 止 の 技 術 」

（p.64～102）

在宅看護論第5版：第5章C-5「感染の
防止」（p.148～152） 在宅p.6～7

PM070 在宅看護
論

うっ血性心不全患者の
訪問看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第1章B-2「地域・
在宅看護過程における情報収集とアセ
スメント」（p.24～41）

在宅看護論第5版：第5章B-2「情報収
集とアセスメント」（p.117～131）

PM071 腎・泌尿
器 尿路ストーマ

成人看護学［8］（腎・泌尿器）第15
版：第6章Ⅴ-B-1-c「膀胱全摘除術お
よび尿路変向術を受ける患者の看護

（手術後）」（p.273）

─ 腎泌p.4

PM072 在宅看護
論

脳血管疾患患者の訪問
介護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第2章E-3-c「経口
摂取の援助」（p.112～120）

在宅看護論第5版：第6章B-2「食生
活・ 嚥 下 に 関 す る 在 宅 看 護 技 術 」

（p.188～195）
在宅p.5～6

PM073 看護管理 機能別看護方式
看護の統合と実践［1］（看護管理）第
10版：第4章C-2「看護ケア提供シス
テム」（p.91～96）

─ 統合p.1

PM074 看護管理 クリニカルラダー
基礎看護学［1］（看護学概論）第17
版：第4章C-1「看護における継続教
育」（p.162～165）

基礎看護学［1］（看護学概論）第16
版： 第4章C-3「 継 続 教 育 」（p.147～
149）

PM075 災害看護
学 災害拠点病院

看護の統合と実践［3］（災害看護学・
国際看護学）第4版：第2章B-3-5「●
災害拠点病院」（p.49～50）

─ 統合p.4

PM076 国際看護
学 世界の三大感染症

看護の統合と実践［3］（災害看護学・
国際看護学）第4版：第4章F-1-5「感
染症」（p.295～297）

─

PM077 解剖学 肩峰 解剖生理学第11版：第7章E-1「上肢
帯の骨格」（p.306～308）

解剖生理学第10版：第7章E-1「上肢
帯の骨格」（p.335）

PM078 解剖学 股関節を屈曲させる筋 解剖生理学第11版：第7章F-7-1「股
関節の運動」（p.329～330）

解剖生理学第10版：第7章F-7-1「股
関節の運動」（p.358～359）

PM079 生理学 溶血によるイオン濃度
の変化

解剖生理学第11版：第1章C-3-4「細
胞膜が分ける細胞内と細胞外の体液」

（p.38～40）

解剖生理学第10版：第1章C-2-1「体
液」（p.59～60） 解生p.8

PM080 生理学 糸球体濾過量の推定
解剖生理学第11版：第5章A-5「クリ
アランスと糸球体濾過量」（p.223～
225）

解剖生理学第10版：第5章A-5「クリ
アランスと糸球体濾過量」（p.246～
248）

腎泌p.1

PM081 病理学 疾病の原因 病理学第6版：第1章B-1「内因」（p.7～
9）

病理学第5版：第1章B-1「内因」（p.7～
9） 病理p.1

PM082 歯・口腔 舌がん 成人看護学［15］（歯・口腔）第14版：
第5章E-2「悪性腫瘍」（p.124～128）

成人看護学［15］（歯・口腔）第13版：
第5章G「 口 腔 領 域 の 悪 性 腫 瘍 」

（p.141～145）

PM083 脳・神経 アルツハイマー病
成人看護学［7］（脳・神経）第15版：
第5章I-1「アルツハイマー病（アルツ
ハイマー型認知症）」（p.226～228）

─ 脳神p.6

PM084 生理学 嚥下の過程 解剖生理学第11版：第2章A-2-2「嚥
下」（p.65～66）

解剖生理学第10版：第2章A-2-2「嚥
下」（p.74～75） 解生p.1

PM085 臨床看護
総論

放射性同位元素を用い
る検査

臨床放射線医学第10版：第6章A「核
医学検査の特徴」（p.128～129）

臨床放射線医学第9版：第6章A「核医
学検査の特徴」（p.120～121）
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PM086 関係法規 地域包括支援センター 看護関係法令第54版： 第6章A-4-f
「地域支援事業」（p.205～206）

看護関係法令第53版：第6章A-4-6
「地域支援事業」（p.205）
看護関係法令第52版：第7章A-4-6

「地域支援事業」（p.206）
看護関係法令第51版：第7章A-4-6

「地域支援事業」（p.206）

社福p.4

PM087 病理学 粥腫形成
病理学第6版：第6章A-2「動脈硬化症

（粥状硬化症）」（p.94～95），第11章
A-2「動脈硬化症」（p.180～182）

病理学第5版：第6章A-2「動脈硬化症
（粥状硬化症）」（p.95），第10章A-2
「動脈硬化症」（p.170～172）

循環p.9

PM088 微生物学 生ワクチン 微生物学第14版：第10章C-4「ワク
チンと予防接種」（p.187）

微生物学第13版：第12章C-4「ワク
チンと予防接種」（p.210） 小児p.6

PM089 精神看護
学 修正型電気痙攣療法

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第6章D-1「電気けいれん療法」

（p.288～290）
精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第12章C-2「電気けいれん療法を
受ける患者のケア」（p.293～297）

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第5
版：第5章C-8「精神作用物質使用に
よる精神および行動の障害」（p.220～
225）
精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第10章A-2-3「行動制限の考え方
と手順」（p.149～154）

PM090 母性 体重減少率

関連 母性看護学［2］（母性看護学各
論）第14版：第5章B-2-2「●生理的体
重減少」（p.302）
基礎看護学［2］（基礎看護技術Ⅰ）第
18版：第4章4-C-2「●身長と体重の
計測からわかること」（p.183～185）

関連 基礎看護学［2］（基礎看護技術
Ⅰ）第17版：第2章4-C-2「●体重の計
測」（p.116～121）

母性p.13

PM091 循環器 急性心筋梗塞 成人看護学［3］（循環器）第15版：第5
章A-2-b-3「検査」（p.136～139） ─ 循環p.3

PM092 循環器 急性心筋梗塞

成人看護学［3］（循環器）第15版：第5
章A-2-b-3「 検 査 」（p.136～139），
第5章B-3-1「 急 性 心 不 全 の 治 療 」

（p.159～161）

─ 循環p.2

PM093 循環器 急性心筋梗塞
成人看護学［3］（循環器）第15版：第6
章D-2-a「経皮的冠状動脈インターベ
ンション（PCI）の看護」（p.276～279）

─ 循環p.4

PM094 脳・神経 脳腫瘍患者の看護

成人看護学［7］（脳・神経）第15版：
第6章B-12-3「 看 護 活 動 」（p.298～
300），第6章C-1「開頭手術を受ける
患者の看護」（p.303～311）
臨床外科看護各論第9版： 第4章II-
A-2「手術後の看護」（p.408～415）

─

PM095 脳・神経 脳腫瘍患者の看護
成人看護学［7］（脳・神経）第15版：
第6章C-12-4-b-3「 看 護 活 動 」 

（p.322）
─

PM096 脳・神経 脳腫瘍患者の看護

成人看護学［7］（脳・神経）第15版：
第6章C-12-4-a-3「 看 護 活 動 」

（p.320）， 第6章C-12-4-b-1「 ア セ
スメント」（p.322）

─

PM097 老年看護
学

アルツハイマー型認知
症の高齢者と家族の看
護

老年看護学第9版：第9章C-2-2「介護
家族への援助」（p.381～382） ─ 在p.1

PM098 老年看護
学

アルツハイマー型認知
症の高齢者と家族の看
護

老年看護学第9版：第6章C-3-5「認知
症の看護」（p.307～316） ─ 老p.6～7
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PM099 老年看護
学

アルツハイマー型認知
症の高齢者と家族の看
護

老年看護学第9版：第6章C-3-5「認知
症の看護」（p.307～316） ─ 老p.6～7

PM100 老年看護
学

脳梗塞と診断され，リ
ハビリテーション中の
高齢者

老年看護学第9版：第5章A-3「基本動
作・ 姿 勢 を 支 え る 環 境 」（p.125～
129）

─

PM101 老年看護
学

脳梗塞と診断され，リ
ハビリテーション中の
高齢者

老年看護学第9版：第5章F-2-2「高齢
者におこりやすいコミュニケーション
障害とアセスメント」（p.201～205）

─

PM102 老年看護
学

脳梗塞と診断され，リ
ハビリテーション中の
高齢者

老年看護学第9版：第9章C-2-2「介護
家族への援助」（p.381～382） ─

PM103 小児 ウイルス性胃腸炎患児
の看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版：第9章B-10「急性乳幼児下痢
症，急性胃腸炎」（p.266～268），第9
章C-2-2「急性胃腸炎の子どもの看
護」（p.277～279）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版：第9章B-10「急性乳幼児下痢
症，急性胃腸炎」（p.263～266），第9
章C-2-2「急性胃腸炎の子どもの看
護」（p.274～276）

小児p.9

PM104 小児 ウイルス性胃腸炎患児
の看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版：第9章B-10「急性乳幼児下痢
症，急性胃腸炎」（p.266～268），第9
章C-2-2「急性胃腸炎の子どもの看
護」（p.277～279）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版：第9章B-10「急性乳幼児下痢
症，急性胃腸炎」（p.263～266），第9
章C-2-2「急性胃腸炎の子どもの看
護」（p.274～276）

小児p.9

PM105 小児 ウイルス性胃腸炎患児
の看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版：第9章B-10「急性乳幼児下痢
症，急性胃腸炎」（p.266～268），第9
章C-2-2「急性胃腸炎の子どもの看
護」（p.277～279）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版：第9章B-10「急性乳幼児下痢
症，急性胃腸炎」（p.263～266），第9
章C-2-2「急性胃腸炎の子どもの看
護」（p.274～276）

小児p.9

PM106 母性 褥婦への看護

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第7章Ⅱ-L-4「会陰裂傷を生じ
た産婦，会陰切開を行った産婦の看
護」（p.322～325）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第7章Ⅱ-L-4「会陰裂傷を生じ
た産婦，会陰切開を行った産婦の看
護」（p.455～456）

母性p.11

PM107 母性 褥婦への看護
母性看護学［2］（母性看護学各論）第
14版：第6章A-1「産褥期の身体的変
化」（p.322～325）

母性看護学［2］（母性看護学各論）第
13版：第6章A-1「産褥期の身体的変
化」（p.308～311）

母性p.11

PM108 母性 褥婦への看護
母性看護学［1］（母性看護学概論）第
14版：第2章A-2-1「母子保健施策」

（p.87～89）

母性看護学［1］（母性看護学概論）第
13版：第2章A-4-1「妊産婦と乳幼児
に対する支援」（p.77～81）

母性p.2

PM109 精神看護
学

休養と薬物調整を目的
に入院したうつ病患者
のケア

精神看護学［1］（精神看護の基礎）第6
版：第6章D-3-1「薬を飲みたがらな
い患者」（p.286）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版： 第11章C-2-5「 服 薬 の 援 助 」

（p.208～210）

PM110 精神看護
学

休養と薬物調整を目的
に入院したうつ病患者
のケア

精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第10章B-2-1「相談支援」（p.131～
134）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第13章C-1-1「相談支援」（p.280～
282）

PM111 精神看護
学

休養と薬物調整を目的
に入院したうつ病患者
のケア

精神看護学［2］（精神看護の展開）第6
版：第10章E-2-3「職場外でのメンタ
ルヘルスケアのための資源」（p.191～
192）

精神看護学［2］（精神看護の展開）第5
版：第13章F-2-3「職場外でのメンタ
ルケアのための資源」（p.332）

PM112 在宅看護
論

慢性心不全患者の在宅
看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第2章E-7「呼吸・
循環に関する地域・在宅看護技術」

（p.174～205）

在宅看護論第5版：第6章A「在宅で看
護を展開するにあたって」（p.174～
181）

在宅p.5
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PM113 在宅看護
論

慢性心不全患者の在宅
看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第2章E-7「呼吸・
循環に関する地域・在宅看護技術」

（p.174～205）
成人看護学［2］（呼吸器）第15版：第6
章B-3「浮腫に対する看護」（p.251～
253）

─ 循環p.1

PM114 在宅看護
論

慢性心不全患者の在宅
看護

地域・在宅看護論［2］（地域・在宅看
護の実践）第6版：第1章B-2-3「◆社
会資源に関するアセスメント」（p.33～
35）

在宅看護論第5版：第5章B-2-3「●社
会資源に関するアセスメント」（p.125～
127）

関連 社福p.3

PM115 災害看護
学 地震発生時の看護

看護の統合と実践［3］（災害看護学・
国際看護学）第4版：第2章D-1-1「被
災病院における初動体制の立ち上げと
多数の傷病者の受け入れ」（p.101～
107）

─ 統合p.3

PM116 災害看護
学 地震発生時の看護

看護の統合と実践［3］（災害看護学・
国際看護学）第4版：第2章B-3-3「●
トリアージの方法」（p.41～43）

─

PM117 災害看護
学 地震発生時の看護

看護の統合と実践［3］（災害看護学・
国際看護学）第4版：第2章F-3-5「●
子ども」（p.178～180）

─

PM118 小児 食物アレルギー患児の
看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版：第5章A「看護 総 論 」（p.106～
107），第5章B-2-1「食物アレルギー」

（p.110～113），第5章C-1「食物アレ
ル ギ ー の 子 ど も の 看 護 」（p.125～
128）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版：第5章A「看護 総論 」（p.104～
105），第5章B-2-1「食物アレルギー」

（p.108～110），第5章C-1「食物アレ
ル ギ ー の 子 ど も の 看 護 」（p.122～
127）

小児p.13

PM119 小児 食物アレルギー患児の
看護

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
14版：第5章A「看護 総 論 」（p.106～
107），第5章B-2-1「食物アレルギー」

（p.110～113），第5章C-1「食物アレ
ル ギ ー の 子 ど も の 看 護 」（p.125～
128）

小児看護学［2］（小児臨床看護各論）第
13版：第5章A「看護 総論 」（p.104～
105），第5章B-2-1「食物アレルギー」

（p.108～110），第5章C-1「食物アレ
ル ギ ー の 子 ど も の 看 護 」（p.122～
127）

小児p.13

PM120 小児 虐待の対応
小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
14版：第8章「子どもの虐待と看護」

（p.493～511）

小児看護学［1］（小児臨床看護総論）第
14版：第8章「子どもの虐待と看護」

（p.491～504）
小児p.11






